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南
朝
以
来
地
震
抄
録
【
意
訳
】

○
(

表
紙)

【
註
】

（
多
田
家
文
書
）

南

朝

以

来

地

震

抄

録

【
前
略
】

後
醍
醐
帝
の
御
代
、
正
中
元
年(

)

甲
子
十
一
月
二
十
一
日
、
大
地

1324

み

よ

竹
生
島(

)

震
が
発
生
。

は
崩
れ
て
湖
の
中
に
半
分
ほ
ど
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た

竹
生
島

く
ず

ち
く
ぶ
じ
ま

。

(

『
和
漢
合
運
』
よ
り)

。

琵
琶
湖
の
北
部
に
あ
る
島

正
中
二
年(

)

、
大
地
震(

『
日
本
史
』
よ
り)

。

1325

元
弘
元
年(

)

辛
未
七
月
三
日
、
諸
国
に
大
地
震
が
起
こ
っ
た
。

1331

紀
伊(

)

日
高
郡
千
里
浜
に
二
十
余
町
の
土
地
が
現
わ
れ
た
。

現
・
和
歌
山
県

あ
ら

七
日
ま
た
地
震
が
あ
っ
た
。

富
士
山
は
数
百
丈
崩
れ
た(

『
日
本
史
』
よ
り)

。

（

。

昔
か
ら
地
震
に
よ
り
山
が
崩
れ
川
を
塞
ぐ
こ
と
は
少
な
く
な
い

ふ
さ

し
か
し
山
岳
が
崩
壊
せ
ず
に
海
辺
に
い
く
つ
か
の
土
地
が
増
え
て

い
る
。
こ
れ
は
地
中
で
土
壌
が
噴
起
し
て
な
の
か
、
あ
る
い
は
隣

り
の
島
洲
が
陥
没
し
て
、
そ
の
砂
石
が
海
の
波
に
運
ば
れ
て
増
え

た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
海
辺
の
土
地
の
急
激
な
増
加
は
、
こ
の

二
つ
の
ど
ち
ら
か
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

白
鳳(

)

年

そ
の
昔
、

(
)

に
土
佐(

)

に
大
地

白
鳳
年

七
世
紀
後
半

現
・
高
知
県

は
く
ほ
う

は
く
ほ
う

七
世
紀
後
半
、
天
武
・
持

震
が
起
こ
り
、
五
十
万
頃
の
土
地
が
陥
没
し
た
。
そ
の
夜
、
伊
豆

け
い

統
天
皇
時
代
の
称
。

島
の
西
北
に
三
百
余
町
の
土
地
が
急
に
隆
起
し
た
。
土
佐
と
伊
豆

り
ゅ
う
き
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五
十
万
頃(

)

は
百
五

六
十
里
ば
か
り
水
路
を
距
て
て
い
る

そ
れ
で
も
な
お

、

。

、

へ
だ

け
い

。

こ
の
よ
う
な
有
様
と
聞
く
。

頃
は
古
代
の
面
積
の
単
位

あ
り
さ
ま

け
い

現
・
徳
島
県

一
頃
は
一
〇
〇
畝
。

そ
の
昔
、
阿
波(

)

の
海
部
の
あ
た
り
に
洲
が
二
つ

か
い
ふ

ぼ

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
千
軒
ば
か
り
民
家
が
あ
っ
た
。
し
か
し
五
百
年

前
海
水
が
溢
れ
陥
没
し
た
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
洲
か
ら
日
高
郡

あ
ふ

(
)

ま
で
西
と
東
に
、
わ
ず
か
に
十
数
里
を
隔
て
て
い
る

和
歌
山
県

だ
け
で
あ
る
。

ま
た
元
弘
元
年(

1
3
3
1
)

よ
り
現
在
の
安
政
乙
卯
２
年(

1
8
5
5
)

ま

で
約
五
百
二
十
五
年
に
な
る
。
こ
れ
は
土
地
の
人
の
説
だ
と
思
う

が
、
海
部
の
二
つ
の
洲
が
陥
没
し
て
、
日
高
郡
千
里
浜
の
土
地
が

増
え
た
と
は
、
彼
の
日
高
郡
の
人
達
は
知
る
は
ず
も
な
い
だ
ろ
う
。

か

後
の
考
証
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。

の
ち

ま
た
、
富
士
山
は
今
で
も
峯
が
ほ
と
ん
ど
大
空
に
迫
る
ほ
ど
雄

大
で
あ
る
が
、
こ
の
地
震
の
前
は
さ
ら
に
高
大
で
あ
っ
た
と
思
う
。

延
元
三
年(

)

戊
寅
七
月
十
九
日
、
大
地
震
。

1338

二
十
二
日
、
ま
た
地
震
。

後
村
上
帝
の
興
国
六
年(

)

甲
申
八
月
十
七
日
、
京
都
地
震
。

1345

正
平
二
年(

)

丙
戌
五
月
六
日
、
京
都
大
地
震
。

1347

正
平
五
年(

)

五
月
二
十
日
、
京
都
大
地
震
。

1350

二
十
三
日
、
ま
た
大
地
震
。

二
十
五
日
、
ま
た
大
地
震
。

二
十
八
日
、
京
都
大
水
害
。

二
十
九
日
、
京
都
地
震
。

六
月
十
日
、
ま
た
大
地
震(

以
上
『
日
本
史
』
よ
り)

。

正
平
五
年(

)

六
月
二
十
二
日
、
ま
た
大
地
震(

『
康
富
記
』
よ
り)

。

1350

正
平
五
年(

)

は
、
六
月
に
五
度
地
震
が
あ
っ
た
。

1350

十
二
月
、
京
都
地
震
。

正
平
六
年(

)

二
月
十
九
日
、
京
都
に
大
地
震
が
発
生
。
そ
の
時
将
軍

1351

塚
が
鳴
り
動
い
た
。

六
月
六
日
は
冬
の
よ
う
に
寒
か
っ
た
。
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十
一
月
十
九
日
、
京
都
は
何
回
も
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。

正
平
十
一
年(

)

七
月
三
日
、
京
都
大
地
震(

以
上
『
日
本
史
』
よ
り)

。

1356
正
平
十
二
年(

)

四
月
十
日
、
地
震
発
生
。
そ
れ
か
ら
毎
日
地
震
が

1357

止
ま
な
か
っ
た
。
嵯
峨
釈
迦
五
大
尊
な
ど
も
倒
れ
た
。

『

』

。

十
五
日
は
何
回
も
地
震
が
あ
っ
た(

康
富
記

よ
り)

正
平
十
三
年(

)

五
月
二
十
四
日
、
京
都
大
地
震
。

1358

九
月
四
日
、
京
都
大
地
震(

『
日
本
史
』
よ
り)

。

正
平
十
五
年(

)

六
月
、
全
国
に
大
地
震
が
発
生
し
た(

『
本
朝
通

1359

記
和
漢
合
運
』
よ
り)

。

正
平
十
六
年(

)

六
月
二
十
日(

『
太
平
記
』
で
は
十
八
日
と
あ
る)

1361

大
地
震
が
起
こ
り
、
阿
波
の
雪
港
は
津
浪
に
襲
わ
れ
、
民
家
は
一
千
七
百

軒
ほ
ど
海
に
流
さ
れ
沈
ん
で
し
ま
っ
た(

『
日
本
史
』
よ
り)

。

（

太
平
記
』
に
は
「
雪
港
の
浦
」
と
あ
る
が
、
雪
港
と
は
由
岐
浦

『
の
こ
と
だ
と
思
う
。

昔
こ
の
由
岐
浦
を
津
浪
が
襲
い
、
土
地
が
陥
没
し
て
今
の
よ
う

お
そ

に
な
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
西
由
岐
は
そ
の
時
原
野
と
な

り
、
生
き
残
っ
た
人
々
は
そ
の
荒
れ
果
て
た
土
地
を
開
拓
し
て
移

り
住
ん
だ
。

そ
の
時
以
来
、
東
西
に
分
か
れ
、
今
こ
の
由
岐
の
民
家
は
わ
ず

か
三
百
五
、
六
十
軒
だ
け
で
あ
る
。
正
平
の
時
代
よ
り
今
ま
で
五

百
年
余
り
、
住
民
は
懸
命
に
働
き
つ
づ
け
、
人
口
や
家
数
が
増
え

あ
ま

て
も
、
な
お
こ
の
軒
数
で
あ
る
。
一
千
七
百
軒
余
り
海
に
流
さ
れ

あ
ま

沈
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
こ
の
地
方
の
戸
数
の
総
計

で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
「
雪
港
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ほ
ど

由
岐
浦
の
被
害
は
大
き
か
っ
た
の
で
、
由
岐
浦
の
名
が
表
に
出
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
年
で
は
嘉
永
七
年(

)

、
こ
の
浦
々
は
津
浪
に
襲
わ
れ
、

1854

海
に
沈
ん
だ
民
家
の
総
計
は
、
こ
れ
も
ま
た
一
千
七
百
五
軒
で
あ
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る
。
正
平
の
時
の
被
害
の
軒
数
と
一
致
し
て
い
る
。
不
思
議
な
こ

と
で
あ
る

）
。

正
平(

)
六
月
二
十
一
日
、
京
都
大
地
震
。

1361

二
十
二
日
、
京
都
は
雨
や
雪
が
降
り
、
人
や
家
畜
は

凍
え
死
ん
だ
。

こ
ご

二
十
四
日
、
京
都
大
地
震
。

二
十
五
日
、
ま
た
大
地
震
。

二
十
五
日
、
ま
た
大
地
震
。
四
天
王
寺
金
堂
、
及
び

南
都(

)

の
多
く
の
社
寺
が

現
・
奈
良
県

壊
れ
た
。

七
月
三
日

ま
た
大
地
震
。

二
十
四
日
、
ま
た
大
地
震
。
難
波
浦
は
潮
が
引
き
、

ま
た
す
ぐ
に
潮
が
押
し
寄
せ
て
、
数
百

人
の
死
者
が
出
た
と
い
う
。

阿
波
の
鳴
戸(

)

は
潮
が
引
き
、
石
の
上
に
巨
大
な
鼓
の
よ
う
な
も
の

鳴
門

が
見
え
た
と
い
う(

以
上
『
日
本
史
』
よ
り)

。

（
鳴
門
は
阿
波
と
淡
路
の
海
門
で
あ
る
が
、
天
下
に
名
高
い
危
険

な
海
峡
で
あ
る
。
山
陽
と
讃
岐(

)

の
潮
流
が
こ
こ
に

現
・
香
川
県

集
ま
り
、
深
い
淵
に
渦
を
巻
く
。
紀
州(

)

や
摂
津

現
・
和
歌
山
県

(
)

、
播
州(

)

、
淡

現
・
大
阪
府
と
兵
庫
県
の
一
部

現
・
兵
庫
県
西
南
部

路
と
阿
波
の
南
部
の
潮
流
が
こ
こ
に
集
ま
り
、
こ
こ
鳴
門
に
お
い

て
流
し
落
と
す
。

私
は
昔
、
八
月
に
瀬
戸
内
海
を
視
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
水

み

の
状
態
は
も
ち
ろ
ん
他
所
の
役
に
は
立
た
な
い
が
、
海
面
の
上
昇

す
る
様
は
、
本
当
に
他
所
の
水
が
涸
れ
て
な
く
な
る
よ
う
な
勢

さ
ま

か

い
で
あ
っ
た
。

ま
た
正
平
以
後
、
難
波(

)

は
数
え
ら
れ

現
・
大
阪
市
と
そ
の
付
近

な
い
ほ
ど
何
回
も
津
浪
に
襲
わ
れ
た
が
、
海
面
が
減
少
し
て
涸
れ

た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

嘉
永
七
年(

1
8
5
4
)

の
大
地
震
の
時
は
、
難
波
や
阿
波
の
由
岐
浦

な
ど
は
津
波
に
襲
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
鳴
門
近
辺
の
海
面
の
高
さ
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は
、
普
段
の
時
よ
り
四
尺(

)

ほ
ど
減
少
し
た
だ
け
で
あ
る
。

㍍
1.2

難
波
の
津
浪
は
、
鳴
門
の
潮
が
引
い
た
の
と
は
関
係
の
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
史
家
の
記
録
に
あ
る
。
つ
ま
り
別
記

と
は
異
な
る
と
思
う

）
。

こ
と

【
中
略
】

後
柏
原
帝
の
御
代
、
永
正
七
年(

)

庚
午
八
月
七
日
、
大
地
震(

『
和

1510

み

よ

漢
合
運

『
年
代
記
大
成
』)

。

』

同
年
八
月
八
日
、
明
け
方
に
大
地
震
発
生
。
河
内(

)
藤
井
寺

現
・
大
阪
府

の
伽
藍
は
残
ら
ず
破
壊
さ
れ
た(

『
観
音
冥
応
集
』)

。

が
ら
ん

現
・
静
岡
県
西
部

※

今
切

は
浜
名
湖
が
外
洋

同
年
八
月
二
十
七
日
、

遠
江

(
)

は
崩
れ
て
海

今
切

と
お
と
う
み

い
ま
ぎ
れ

い
ま
ぎ
れ

に
通
じ
る
湖
口
部
。

と
な
っ
た(

『
和
漢
合
運

・

年
代
記
大
成

・

吉
田
光
由
年
代
記
』
み

』
『

』
『

浜
名
湖
は
か
っ
て
は
砂
州
に

な
同
じ

）
。

よ
っ
て
海
と
は
閉
塞
さ
れ
て

お
り
、
浜
名
川
と
い
う
小
河

（
こ
の
地
崩
れ
は
地
震
の
た
め
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
け
れ
ど

川
が
海
と
通
じ
て
い
た
が
、

も
、
後
の
考
証
の
た
め
に
併
記
す
る

）
。

の
ち

へ
い
き

明
応
７
年
の
地
震
の
時
の
津

浪
、
永
正
７
年
の
高
潮
な
ど

永
正
九
年(

)

六
月
九
日
、
大
地
震(

『
吉
田
光
由
年
代
記
』
よ
り)

。

1511

で
砂
州
が
崩
壊
し
て
外
洋
と

つ
な
が
っ
た
。
そ
の
切
れ
た

同
年
八
月
、
阿
波
国
海
部
郡

宍
喰
浦

に
大
津
波
が
発
生
し
た
。
民
家
は

し
し
く
い
う
ら

箇
所
を
今
切
と
呼
ん
だ
。

流
さ
れ
沈
み
、
男
女
死
者
は
約
三
千
七
百
人(

『
宍
喰
浦
旧
記
』
よ
り)

。

（
本
当
に
八
月
な
の
だ
ろ
う
か
。
八
月
は
六
月
の
誤
り
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
大
津
波
は
地
震
の
た
め
な
の
か
、
そ
う
で

な
い
の
か
未
だ
に
判
ら
な
い
。

い
ま

こ
の
永
正
九
年(

)

は
地
震
が
あ
り
、
ま
た
津
浪
も
発
生
し

1511
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た
。
宍
喰
の
津
浪
の
こ
と
は
『
水
郷
叢
話
』
に
詳
細
を
記
す

）
。

し
る

後
奈
良
帝
の
御
代
、
弘
治(

)

二
年
丙
辰
二
月
十
三
日
、
大
地
震
。

1556

み

よ

弘
治
三
年(

)

七
月
二
十
日
、
大
地
震(

『
年
代
記
』
よ
り)

。

1557

南
あ
わ
じ
市
松
帆
慶

永
禄
六
年(

)
癸
亥
七
月
十
四
日
、
淡
路
慶
野(

1563

け
い
の

)

大
地
震(

『
淡
路
草
』
よ
り)

。

野

天
正
六
年(

)

戊
寅
九
月
二
十
八
日
申
時(

)

、
大
地
震

1578

午
後
４
時
頃

さ
る
ど
き

家
忠
日
記

(

『

』
よ
り)

。

家
忠
日
記

徳
川
家
康
の
家
臣
、
松

○著平
家
忠
の
日
記
。

天
正
十
二
年(

)

十
一
月
二
十
九
日
、
大
地
震
。
年
を
越
し
て
翌
年

1584

。

ま
で
地
震
が
続
い
た(

『
享
禄
已
来
年
代
記
』
よ
り)

。

○成
天
正
５
年
～
文
禄
３
年

天
正
十
三
年(

)

七
月
五
日
、
大
地
震(

『
家
忠
日
記
』
よ
り)
。

1585

同
年
十
月
二
十
九
日
、
大
地
震
。
年
を
越
し
て
翌
年
ま
で
地
震
が
続
い

た
。(

『
和
漢
合
運

『
年
代
記
大
成

『
吉
田
光
由
年
代
記
』
に
は
十
一

』
、

』
、

月
と
あ
る)

。

（
こ
の
両
年
の
地
震
は
同
月
同
日
同
事
で
あ
り
疑
わ
し
い
。
年
月

を
誤
っ
て
記
載
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
横
井
氏
の
『
阿
波
奇
事
雑
話
』
に
よ
る
と
、
宝
永
四
年(

※
昔
、
猪
山
を
さ
る
３
里
ば

1707
1573

1592
)

の
地
震
は
、
蜂
須
賀
氏
が
入
国
し
た
天
正(

～

)

か
り
の
東
海
中
の
お
亀
島
と

の
頃
の
地
震
以
来
、
い
ま
だ
か
っ
て
な
い
ほ
ど
の
地
震
と
さ
れ
て

い
う
小
島
に

小
さ
な

銅

い
る
。
こ
れ
は
天
正
十
三
年(

)

の
こ
と
か
、
未
だ
に
判
然

1585

、

い
ま

あ
か
が
ね

の
鹿
が
祭
ら
れ
て
い
た
。

と
し
な
い
。

銅
の
鹿
の
面
赤
ら
め
ば
、
こ

近
頃
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
阿
波
南
部
の
海
部
の
住
民
の
説

の
島
滅
亡
な
り
と
の
予
言
を

に
は
、
天
正
の
頃
に
津
浪
で
陥
没
し
た
島
洲
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る

信
じ
て
、
老
夫
婦
は
銅
の
鹿

そ
う
で
あ
る
。
沈
ん
だ
者
の
恨
み
の
遺
跡
は
判
然
と
し
な
い
の
で

を
舟
に
載
せ
、
福
島
に
遷
座

調
査
す
る
べ
き
で
あ
る
。

せ
ん
ざ

し
、
難
を
の
が
れ
た
が
、
村

徳
島
城
下
の
東
南
の
近
海
に
、
お
亀
島
の
暗
礁
の
伝
説
が
あ
る
。
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民
の
多
く
は
こ
れ
を
信
ぜ
ず

大
昔
、
お
亀
島
と
い
う
小
島
が
あ
っ
た
。
こ
の
島
に
は
千
軒
の
家

溺
死
し
た
と
い
う(

『
日
本

が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
俗
に
お
亀
千
軒
と
言
わ
れ
て
い
る
。

伝
説
叢
書
阿
波
の
巻
』)

。

一
日
に
し
て
そ
の
島
が
陥
没
し
て
し
ま
っ
た
。

※
四
所
明
神
は
、
も
と
大
亀

そ
の
島
の
子
孫
が
四
家
あ
り
、
徳
島
城
下
の
東
の
筑
地(

現
・
徳
島

島
に
鎮
座
し
て
い
た
の
を
大

)
に
住
ん
で
い
る
。

市
南
福
島
町

四
所
神
社
。
現
・
福
島
２
丁
目

同
年
間(

～

)

に
現

ま
た
四
社

明
神

(
)

は
、
そ
の
沈
没

806
810

し
し
ょ

み
ょ
う
じ
ん

在
地
に
移
し
た
と
も
、
文
禄

し
た
洲
の
中
の

祠

を
遷
座
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
の

銅

の
鹿

ほ
こ
ら

せ
ん
ざ

あ
か
が
ね

年
中(

～

)

島
が

は
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
た
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

1592
1596

沈
ん
だ
た
め
移
っ
た
と
も
い

よ
っ
て
こ
の
洲
の
陥
没
は
、
ま
さ
に
蜂
須
賀
氏
が
入
国
し
た
天

う(

『
阿
波
志
』)

。

正
の
頃
で
あ
ろ
う
か
、
な
お
後
の
考
証
を
待
つ

）
。

の
ち

※
現
在
、
徳
島
港
沖
合
約
２

キ
ロ
の
所
に
お
亀
の
磯
と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
岩
礁
が
あ
り

航
路
標
識
の
灯
台
が
建
っ
て

【
中
略
】

い
る(

平
凡
社
『
徳
島
県
の

地
名
』)

。

※
慶
長
９
年
の
地
震
と
翌
年

慶
長
九
年(

)

十
二
月
十
五
日
、
南
海
は
鳴
り
動
き
、
大
波
が
押
し

1604
の
八
丈
島
の
噴
火
を
筆
者
が

寄
せ
、
八
丈
島
の
そ
ば
に
一
夜
に
し
て
島
が

出
現

し
た(

『
享
禄
已
来

し
ゅ
つ
げ
ん

混
同
し
て
い
る
可
能
性
が
大

年
代
記
』
と
諸
書
よ
り

『
家
忠
日
記
』
は
十
年
と
記
載
あ
り

。

。

）

き
い
。

翌
十
六
日
巳
時(

)

、
阿
波
国
海
部
郡
に
津
浪
が
襲
い
か
か

午
前

時
頃

み
の
と
き

10

り
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
民
家
が
流
さ
れ
沈
ん
だ
。

か
ぞ

阿
部
浦

八
十
人

溺
死
者

由
岐
浦

十
六
人

同

木
岐
浦

十
五
人

同

牟
岐
浦

十

人

同

鞆
浦

七
十
人

同

宍
喰
浦

千
五
百
余
人

同

（
こ
の
時
南
洋
は
鳴
り
動
き
、
海
中
に
山
が
勃
起
し
、
阿
波
の
南

ぼ
っ
き

部
の
浦
々
は
津
浪
に
襲
わ
れ
、
民
家
は
流
さ
れ
沈
み
、
多
く
の
人

が
死
ん
だ
。
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そ
の
ほ
か
土
佐(

)

や
紀
伊(

)

よ
り
東

現
・
高
知
県

現
・
和
歌
山
県

の
海
岸
線
の
国
、
例
え
ば
伊
豆
や
相
模(

)

の
よ
う

現
・
神
奈
川
県

な
国
で
も
災
害
の
記
述
は
見
え
な
い
。
記
録
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
の
か

）
。

慶
長
十
九
年(

)
十
月
二
十
五
日
曇
り
。
申
時(

)

大
坂

1614

午
後
４
時
頃

さ
る

に
大
地
震
が
発
生
。
神
社
や
仏
寺
な
ど
が
破
壊
さ
れ
、
多
く
の
民
家
が
倒

れ
た(

『
難
波
冬
夏
軍
談
』
よ
り)
。

寛
永
二
年(

)

乙
丑
二
月
、
奥
陸(

)

の
山

1625
現
・
青
森
県
と
岩
手
県
の
一
部

々
は
鳴
り
動
い
た(

『
年
代
記
大
成
』
よ
り)
。

同
四
年(

)

正
月
二
十
二
日
、
大
地
震(

『
王
代
続
一
覧
』
よ
り)

。

1627

【
中
略
】

宝
永
三
年(

)

九
月
十
五
日
夜
、
江
戸
大
地
震(

『
並
続
王
代
一
覧
』

1706

よ
り)

。

同
四
年(

)

十
月
四
日
午
時(
)

、
東
海
道
諸
国
に
大
地
震

1707

午
前

時
頃

12

発
生
。
海
辺
の
国
々
は
地
が
裂
け
、
津
浪
が
襲
い
、
多
く
の
死
者
が
出
た

(

諸
書
よ
り)

。

同
年
、
阿
波
と
淡
路
に
大
地
震
発
生
。
津
浪
に
襲
わ
れ
、
家
は
流
さ
れ

沈
み
、
人
は
溺
れ
死
ん
だ
。
田
地
は
破
損
し
、
堤
防
や
石
壁
は
崩
れ
壊
れ

た(

『
渭
水
聞
見
録
』
よ
り)

。
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(

貼
紙)

二
年
四
月
二
十
日
、
阿
波
城
下
近
郊
で
大
地
震
発
生

(
『
中
村
氏
日
記

。
翌
年
阿
波
の
国
を
離
れ
た)

。

』

十
月
十
六
日
、
宍
喰
浦
の
津
浪
は
、
嘉
永
七
年
よ
り

三
尺(

約

)

高
か
っ
た
。

90
｜セ
トン
ルチ

メ

宝
永
四
年(

)

丁
亥
十
月
四
日
午
の
刻(

)

、
大
地
震
発
生
。

1707

午
前

時
頃

12

五
畿
内(

)

五
畿
内

南
海
道

(
)

と

(

現
・
奈
良
県
と
京
都
府
南
部
と
大
阪
府
付
近

現
・
和
歌
山

ご
き
な
い

県
と
淡
路
島
と
四
国

大
和(

現
・
奈
良
県)

・
山

)

が
揺
れ
た
。

ゆ

(

現
・
大
阪
府
と
兵
庫
県
の
一
部)

(

現
・
和
歌
山
県)

城(

現
・
京
都
府
南
部)

・

と
り
わ
け
摂
州

や
紀
州

、

現
・
愛
知
県
東
部

(

現
・
高
知
県)

河
内(

現
・
大
坂
府
東
部)

お
よ
び
三
河(

)

や
土
佐

は
激
し
く
揺
れ
、
海

ゆ

・
和
泉(

現
・
大
阪
府
南

辺
の
大
地
は
津
波
で
流
さ
れ
沈
み
、
死
者
は
数
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
多
い
。

部)

・
摂
津(

現
・
大
阪
府

そ
の
う
ち
で
も
京
都
の
揺
れ
は
大
き
く
な
か
っ
た(

『
年
代
皇
記
』)

。

と
兵
庫
県
の
一
部)

の
５

ヵ
国
。

木
岐
の
岡
田
氏
の
筆
記
に
は
、
宝
永
四
年(

)

十
月
四
日
九

1707

南
海
道(

)

つ
時(

)

に
地
震
発
生
。
半
日
ぐ
ら
い
の
あ
い
だ
、
繰

午
前

時
頃

な
ん
か
い
ど
う

12

紀
伊(

現
・
和
歌
山
県)

・

り
返
し
間
を
お
い
て
揺
れ
が
続
い
た
。
大
潮
が
家
に
入
り
、
船
は

ま

淡
路
・
阿
波(

現
・
徳
島

残
ら
ず
流
さ
れ
、
大
網
や
小
網
は
全
部
流
れ
て
し
ま
っ
た
。

県)
・
讃
岐(

現
・
香
川

伊
座
利
・
阿
部
・
志
和
岐
は
潮
水
が
少
し
入
っ
た
だ
け
で
、
死

い

ざ

り

あ

ぶ

し

わ

ぎ

県)

・
伊
予(
現
・
愛
媛

者
は
出
な
か
っ
た
。

県)

・
土
佐(

現
・
高
知

東
由
岐

四
人

死
亡

県)

の
６
ヵ
国
の
称
。

西
由
岐

三
十
四
人

死
亡

大
井
村

一
人

死
亡

木
岐

九
人

死
亡

日
和
佐

一
人

死
亡

牟
岐
両
浦

八
十
七
人

死
亡

浅
川

百
二
十
九
人

死
亡

宍
喰

十
六
人

死
亡

恵
比
須
浜

四
人

死
亡

合
計
は

人
に
な
る
が
、
本

合
計

百
八
十
五
人

死
亡

285

文
は

人
と
記
載
あ
り
。

185

津
浪
が
襲
っ
て
き
た
時
、
沖
合
に
い
た
漁
船
な
ど
に
被
害
は
少

し
も
な
か
っ
た
。
流
さ
れ
た
網
具
な
ど
の
買
い
入
れ
金
は
被
害
の
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あ
っ
た
浦
々
へ
、
魚
請
所(

)

か
ら
一
口

鮮
魚
の
関
税
を
徴
収
す
る
税
関

五
年
半
の

間

出
さ
れ
、
そ
の
お
陰
で
網
具
や
船
を
買
い
揃
え
る
こ

あ
い
だ

約

～

と
が
出
来
た
。
こ
の
地
震
で
、
大
地
が
二
、
三
尺(

60

90
｜セ
トン
ルチ

メ

沈
下
し
た
よ
う
に
思
う
と
あ
る
。

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
地
震(

余
震)

が
あ
っ
た
。
宝
永
六
年

(
)

夏
ま
で
少
し
ず
つ
揺
れ
て
止
ま
な
か
っ
た
。

1709

※
宝
永
四
年(

)

亥
十
月

吉
成
某
の
筆
記
に
は
、
宝
永
四
年(

)

亥
十
月
四
日
晴
天
。

1707
1707

裏
を
付
け
て
な
い
、
ひ
と
え
の
衣
服

四
日
は
、
太
陽
暦
で
は

月

こ
の
年
は
帷
子(

)

を
着
る
ほ
ど

か
た
び
ら

10

午
後
２
時
頃

日
で
あ
る
。

の
暑
さ
だ
っ
た
。
昼
八
つ
時
分(

)

に
大
地
震
が
発
生

28

約

～

約
３

し
た
。
五
、
六
寸(

)

、
あ
る
い
は
一
、
二
寸(

15

18
｜セ
トン
ルチ

メ

)

ほ
ど
地
面
が
割
れ
た
。

～
６
｜セ
トン
ルチ

メ

同
日
八
つ
時
過
ぎ
か
ら
津
波
が
襲
っ
て
来
た
。
蜂
須
賀
藩
の
お

歴
々
の
家
柄
の
息
子
達
は

大
小

の
刀
を
指
し
、
長
刀
を
振
り
、

だ
い
し
ょ
う

な
ぎ
な
た

瑞
巌
寺(

)

警
備
に
廻
り
、

山
や

大
理
、
そ
の
ほ
か
、
そ
の

瑞
巌
寺

勢
見
山

ず
い
が
ん
じ
や
ま

せ
い
み
や
ま

ず
い
が
ん
じ

現
・
徳
島
市
東
山
手
町
。

土
地
々
々
の
山
へ
登
り
、
夜
は

提
灯

を
つ
け
た
。

ち
ょ
う
ち
ん

眉
山
の
東
山
麓
の
端
。

地
震
は
明
く
る
年
、
宝
永
五
子
年(

1
7
0
8
)

の
八
、
九
月
ま
で
少
し

勢
見
山(

)

ず
つ
揺
れ
た
。

せ
い
み
や
ま

徳
島
市
西
二
軒
屋
町
の
市

徳
島
城
下
以
外
で
は
多
数
の
死
者
が
出
た
。
大
坂
で
は
約
二
万

街
地
西
側
に
あ
る
山
。

人
の
死
者
が
出
た
と
聞
い
た
。

眉
山
の
一
部
。
山
中
に
忌

吉
成
某
は
大
坂
へ
船
の
櫓
木
な
ど
の
購
入
に
遣
わ
さ
れ
、
徳
島

ろ

ぎ

つ
か

部
神
社
・
金
比
羅
神
社
が

を
十
月
三
日
に
出
帆
し
た
。
坪
井
平
右
衛
門
も
大
坂
の
御
用
に
遣つ

か

あ
り
、
北
の
麓
に
観
音
寺

わ
さ
れ
、
吉
成
と
坪
井
は
同
船
し
、
四
日
兵
庫
一
谷
で
大
地
震
に

遭
遇
し
た
。
津
波
は
一
、
二
里(

)

沖
で
は
潮
が
早

約

～
3,9

7,8
メキ
｜ロ
ト
ル

く
来
た
。

そ
の
地
震
で
福
地
庄
九
郎
家
や
小
原
只
右
衛
門
家
、
飯
田
理
右

衛
門
家
は
崩
れ
た
。
小
室
平
六
家
は
高
さ
二
丈(

㍍)

ほ
ど
の

約
６

杉
の
木
が
三
本
地
中
へ
入
り
、
掘
っ
て
み
た
け
れ
ど
も
、
見
え
な

か
っ
た
と
い
う
。

内
々
の
話
で
は
、
福
地
家
他
四
家
は
前
川
の
埋
立
地
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

津
波
と
は
い
っ
て
も
、
府
下(

徳
島
城
下)

は
人
家
も
崩
れ
る
ほ
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ど
の
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
あ
る
人
の
話
で
は
、
こ

の
時
地
中
か
ら
出
た
魚
を
食
べ
て
、
そ
の
毒
に
中
っ
た
と
い
う
。

あ
た

こ
の
よ
う
な
時
に
は
地
中
よ
り
出
た
魚
は
食
べ
る
も
の
で
は
な
い

(

『
吉
井
弟
氏
筆
録
』
よ
り)

。

ま
た
、
宝
永
四
年(

)

十
月
四
日
昼
九
ツ
半(

)

に

1707

午
後
１
時
頃

大
地
震
発
生
。
一
時(

)

ば
か
り
後
、
沖
よ
り
大
津
浪

今
の
２
時
間

い
っ
と
き

の
ち

が
押
し
寄
せ
て
来
た
。

新
町
川
筋
の
七
、
八
合
に
は
、
夜
五
つ
時(

)

ま
で
に

午
後
８
時
頃

津
浪
が
七
回
押
し
寄
せ
て
来
た
。

ま
た
、
矢
三
川
の
田
地
に
は
、
流
さ
れ
た
多
量
の
材
木
が
押
し
上

や

そ

が

わ

げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、
あ
ち
こ
ち
の
田
地
に
亀
裂
が
入
り
、
土
砂

が
吹
き
出
た
り
、
所
に
よ
っ
て
は
一
反
、
二
反
が
一
つ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
所
も
あ
る
。

そ
の
時

「
津
浪
が
陸
に
押
し
寄
せ
て
来
る
ぞ

」
と
言
っ
て
、

、

。

飯
米
を
袋
に
入
れ
、
御
家
中
の
武
士
や
町
人
、
百
姓
な
ど
は
山
々

へ
走
り
登
り
、
そ
の
夜
は
山
で
夜
を
明
か
し
た
。

あ

そ
の
後
四
、
五
日
の
う
ち
は
度
々
山
へ
走
り
登
っ
た
。

た
び
た
び

「
大
浪
が
す
ぐ
に
来
る
ぞ

「
後
か
ら
来
る
ぞ

」
と
た
い
へ
ん

。
」
、

。

や
か
ま
し
く
、
こ
の
四
、
五
日
の
間
は
夜
に
な
る
と
、
人
々
は
仮

家
で
夜
を
過
ご
し
、
鼠
の
音
に
も
驚
い
て

「
そ
れ
っ

」
と
言
っ

、

。

て
は
駈
け
出
し
、
肝
を
つ
ぶ
し
て
い
た
。

南
方
の
海
辺
は
そ
の
大
津
浪
で
家
が
流
さ
れ
、
二
百
人
ほ
ど
死

亡
者
が
出
た
。

徳
島
城
下
お
よ
び
地
方
の
蔵
の
備
え
は
充
分
に
あ
っ
た
。

大
坂
は
多
く
の
家
が
潰
れ
た
。
死
者
は
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た

り
、
川
で
死
ん
だ
人
が
多
い
。
そ
の
人
達
は
二
万
人
余
り
で
あ
る
。

地
震
を
恐
れ
て
川
船
に
乗
っ
て
逃
げ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
沖
か
ら

大
津
浪
が
来
て
、
大
船
や
材
木
が
押
し
寄
せ
、
川
船
は
残
ら
ず
沈

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
陸
よ
り
は
川
の
方
で
死
ん
だ
人
が
多
か
っ

た
。そ

の
秋
の
八
月
と
九
月
に
は
、
十
三
回
の
大
風
雨
が
あ
っ
た
と
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い
う(

こ
れ
は
『
○
○
筆
記
』
よ
り)

。

午
前

一
説
に
は
、
大
坂
は
宝
永
四
年(

)

十
月
四
日

午
時

(
1707

う
ま
の
と
き

、

、

時
～
午
後
１
時)

に
西
南
の
方
よ
り
揺
れ
出
し

西
横
堀
や
伏
見
堀

11立
売
堀
、
南
堀
江
、
心
斎
橋
と
南
か
ら
北
へ
残
ら
ず
崩
れ
た
。
西

横
堀
通
り
も
残
ら
ず
崩
れ
、
そ
の
う
え
沖
が
鳴
り
動
き
、
大
津
浪

が
逆
登
り
、
大
船
の
帆
柱
で
橋
も
打
ち
落
し
、
道
頓
堀
や
日
本
橋

さ
か
の
ぼ

ま
で
大
船
が
押
し
寄
せ
、
安
治
川
も
同
じ
よ
う
に
大
船
が
押
し
寄

せ
た
。

四
日
よ
り
同
二
十
五
日
ま
で
、
毎
日
大
地
震
が
揺
り
、
家
や
蔵

の
破
損
は
大
き
か
っ
た
。

北

組

五
百
七
十
九
軒

倒
壊

約
二
百
七
十
八
人

死
亡

南

組

三
百
十
四
軒

倒
壊

三
百
四
十
五
人

死
亡

天
満
組

百
六
十
八
軒

倒
壊

百
十
一
人

死
亡

合
計

千
六
十
一
軒

倒
壊

約
七
百
三
十
四
人

死
亡

負
傷
者
数

多
数
あ
り
。

崩
壊
し
た
橋
数

五
十

流
失
や
破
損
し
た
船
舶

大
小
千
三
百
余
艘

倒
壊
し
た
家
屋

六
百
三
軒

溺

死

者

七
千
人
余
り

(

『
○
○
筆
記
』
に
「
二
万
人
」
と
あ
る
の
は
、
虚
数
で
あ
る
と

思
う
。
三
組
の
死
者
の
合
計
は
七
百
三
十
四
人
で
あ
り
、
そ
れ
と

合
わ
せ
て
溺
死
人
の
数
は
七
千
七
百
三
十
四
人
で
あ
る
。
倒
壊
し

た
家
数
は
、
三
組
の
他
に
六
百
三
家
で
あ
る
か
ら
、
約
一
千
六
百

六
十
四
軒
で
あ
る

）
。
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須
走(

)
宝
永
四
年(

)

十
一
月
二
十
三
日
、
富
士
山
麓

の
近
辺
で
大

1707

須
走

す
ば
し
り

す
ば
し
り

現
・
静
岡
県
駿
東
郡
小
山

噴
火
が
あ
り
、
雷
の
よ
う
な
音
が
し
た
。

お
や
ま

町
。

近
国
で
は
大
地
震
が
発
生
。
江
戸
は
昼
な
の
に
真
っ
暗
に
な
り
、
夜
の

※
宝
永
４
年(

)

月

よ
う
だ
っ
た
。
二
十
五
日
曇
り
、
空
か
ら
砂
が
降
っ
て
き
た(

『
続
王
代

1707

11

23

日
富
士
山
大
噴
火
し
、
山
腹

一
覧
』
よ
り)

。

に
宝
永
山
を
生
ず
る
。

【
中
略
】

文
化
元
年(

)

六
月
四
日
、
出
羽
由
利
郡
本
庄
村
で
大
地
震
発
生

1804

(

『
続
々
王
代
一
覧
』
よ
り)

。

同
五
年(

)

四
月
二
十
三
日
寅
時(

)

、
江
戸
大
地
震

1808

午
前
４
時
頃

(

『
続
々
王
代
一
覧
』
よ
り)

。

【
中
略
】

文
化
七
年(

)

正
月
一
日
、
佐
渡
大
地
震
。
数
日
間
揺
れ
が
続
い
た
。

1810

同
九
年(

)

十
一
月
四
日
、
江
戸
及
び
そ
の
近
国
で
大
地
震
発
生
。

1812

神
奈
川
程
ヵ
谷
は
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
民
家
は
倒
れ
死
者
が
多
く

出
た
。

同
十
一
年(

)

十
月
十
一
日

酉
時

(
)

、
阿
波
地
震
。

1814

午
後
６
時
頃

と
り
の
と
き

文
政
二
年(

)

己
卯
六
月
十
二
日
、
京
都
や
伊
勢(

)

、

1819

現
・
三
重
県
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美
濃(

)

な
ど
大
地
震
。

現
・
岐
阜
県
南
部

、

。

同
四
年(

)

七
月
二
十
一
日
巳
時(

)

江
戸
麻
布
大
地
震

1821

午
前

時
頃

み
の
と
き

10

現
・
北
海
道

※
有
珠
山
が
こ
の
直
後
に
噴

同
五
年(

)
閏

正
月
十
六
日
夜
、
奥
蝦
夷(

)

に
大
地
震

1822
う
る
う

現
・
長

火
。

発
生
。
十
九
日
ま
で
に
約
百
五
十
回
余
り
揺
れ
る
。
同
時
に
信
濃(

ゆ

)

水
内
郡
の
山
々
、
及
び
善
光
寺
付
近
は
噴
火
し
た
。
黒
煙
が

充
満

野
県

じ
ゅ
う
ま
ん

し
、
火
の
光
が
真
っ
赤
に
焼
け
て
輝
い
た
。
遠
く
や
近
く
で
大
地
震
発
生
。

数
十
里
ま
で
鳴
り
響
い
た
。
人
々
は
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
。

同
九
年(

)

七
月
二
十
一
日
、
江
戸
及
び
そ
の
近
国
に
大
地
震
発
生
。

1826

同
十
一
年(

)

八
月
九
日
、
九
州
や
中
国
地
方
に
暴
風
雨
。
地
震
や

1828

津
浪
で
城
塁
は
破
壊
さ
れ
た
。
家
々
は
毀
れ
た
り
、
流
れ
た
り
し
た
。
官

船
や
筒
舟
、
夷
舶(

)

な
ど
は
陸
地
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
流
さ
れ

外
国
の
船

た
人
も
多
か
っ
た
。
人
や
家
畜
の
死
傷
は
あ
ま
り
に
多
く
て
記
す
こ
と

し
る

が
で
き
な
い
。

現
・
熊
本
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県

現
・
福
岡
県

現
・
福
岡
県
・

肥(
)

筑(
)

豊(

)

の
前
後
、
長
門(

)

や
周
防(
)

大
分
県

現
・
山
口
県
西
北
部

現
・
山
口
県
東
部

な
ど
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
同
時
に
阿
波
は
大
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

【
中
略
】

天
保
七
年(

)

二
月
九
日
、
江
戸
大
地
震
。

1836

十
五
日

地
震
。

十
八
日

江
戸
大
地
震
。

三
月
二
日
夜
、
ま
た
大
地
震(

以
上
『
王
代
一
覧
』
追
加)

同
八
年(

)

五
月
、
阿
波
大
地
震
。

1837
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【
中
略
】

午
前
２
時
頃

現
・
三

嘉
永
７
年(

)

月

日

嘉
永
七
年(

)

六
月
十
四
日
夜
丑
時(

)

、
伊
賀(

1854
1854

11

27

重
県
西
部

現
・
三
重
県

現
・
奈
良
県

現
・
滋
賀

改
元
し
て
安
政
元
年
と
な
る

)

や
伊
勢(

)

、
大
和(

)

、
近
江(

お
う
み

)

、
摂
津(

)
、
越
前(

)

な
ど

県

現
・
大
阪
府
と
兵
庫
県
の
一
部

現
・
福
井
県
東
部

大
地
震
が
発
生
。
伊
賀
と
伊
勢
と
近
江
は
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

【
中
略
】

阿
波
で
は
同
時
刻
に
三
回
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。

【
註
】
は
徳
島
市
『
徳
島
市
史
別
巻

地
図
絵
図
集

、
平
凡
社
『
日
本
歴
史
地
名
大
系

徳
島
県
の
地
名

『
日

』

』
、

37

本
歴
史
地
名
大
系

静
岡
県
の
地
名

、
角
川
書
店
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

徳
島
県

、
高
田
豊
輝
編
『
阿
波
近
世

』

』

22

36

用
語
辞
典

、
藤
沢
衛
彦
編
『
日
本
伝
説
叢
書

阿
波
の
巻
』
を
参
考
に
し
た
。

』

「

」

。

★
原
文
書
は
徳
島
県
立
文
書
館
所
蔵

西
野
多
田
家
文
書

南
朝
以
来
地
震
抄
録

(

ニ
シ
ノ
０
０
４
３
３)

で
あ
る

意
訳

徳
島
の
古
文
書
を
読
む
会
会
員

谷

恵
子


